
勉強の合間に読みたい犬の本 

＊ その１（6 月2 日～6 月30 日） ＊ 

  

 

さて、6-7月は2回に分けて図書館の犬たちを紹介します。 

当館では、癒し系・励まし系からちょっとアヤシイ系まで、 

いにしへの犬からイマドキの犬まで、各種取り揃えております。そんな中から… 

6 月は 開架図書室の犬たち をどうぞ。 

 

◎ 眺めているだけでもいいかも 

 

『マーリー : 世界一おバカな犬が教えてくれたこと』 

 ジョン・グローガン 著 （Best/2006） 

『犬と私の10 の約束』 川口晴 著                       （Best/2007） 

『ニッポンの犬』（新潮文庫） 岩合光昭、岩合日出子 著    （Shincho/い38/4） 

 

◎気持ちがわかるかな 

 

『犬と話をつけるには』（文春新書） 多和田悟 著         （081.2/67/508） 

『イヌの心理』（図解雑学） 竹内ゆかり 監修                  （643/45） 

『77 のしぐさでわかる犬の気持ち』  

（幻冬舎文庫）ライフサポート・ネットワーク 編著（Gentosha/ら1/3） 

『りっぱな犬になる方法』（新潮文庫） きたやまようこ 著  （Shincho/き23/1） 
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学習院大学図書館 

◎ 学んでみよう 

 

『イヌ・ネコ・ネズミ : 彼らはヒトとどう暮してきたか』 

（中公新書） 戸川幸夫 著（081.2/58/1036） 

『犬の現代史』 今川勲 著                                      （488/164） 

『イヌの力 : 愛犬の能力を見直す』（平凡社新書） 今泉忠明 著    （488/185） 

『イヌの動物学』（アニマルサイエンス） 猪熊壽 著               （643/39/3） 

『犬たちの礼節ある社会生活』 エリザベス・M.トーマス 著          （643/36） 

『高安犬物語』（新潮文庫） 戸川幸夫 著             （Shincho/と3/1） 

 

○ 動物好きな人におまけ 

『動物 ウソ？ホントの話』 ロルフ・ハリス他 著       （Shincho/ハ39/1） 

 

◎ 働いているんだなあ 

 

『私は一流新聞の犬記者（ドッグ・レポーター）』 マコ 著       （070.4/39） 

『介助犬シンシア』（新潮文庫） 

木村佳友、毎日新聞阪神支局取材班 著  （Shincho/き25/1） 

『盲導犬チャンピィ : 日本で最初にヒトの眼になった犬』 

（新潮文庫） 桑原崇寿 著 （Shincho/く26/1） 

『災害救助犬が行く』（新潮文庫）ハンク・ホイットモア、 

キャロライン・ヒーバード [著] （Shincho/ホ13/1） 

 

◎ 愛がなくちゃ 

 

『愛を教えてくれた犬たち』（幻冬舎文庫） 篠原淳美 著  （Gentosha/し17/1） 

『僕たちを愛してください : 奇跡を起こした犬たちの物語』 

（幻冬舎文庫） 篠原淳美 著   （Gentosha/し17/２） 

『ありがとう、チャンプ : 車椅子の犬と歩んだ15 年』 

（幻冬舎文庫） 三浦英司 [著]（Gentosha/犬5/1） 

 



◎ 犬の出てくるお話 

 

『主人と犬』（ノーベル賞文学叢書）トーマス・マン 作         （908.3/22/14） 

旧仮名遣いで味わおう。 

 

『南総里見八犬伝 : 滝沢馬琴の伝奇大作を愉しむ』 

（ビジュアル版日本の古典に親しむ） 杉浦明平 [著] （913.6/25） 

ビジュアルで楽しみながら八犬伝の美味しいとこ取り。 

 

『犬の心臓』 ミハイル・ブルガーコフ 著                          （983/32） 

訳ありの怪しげな犬…。 

 

『フランダースの犬』（新潮文庫） ウィーダ [著]            （Shincho/ウ3/1） 

あの“パトラッシュ”です。 

 

『クージョ』（新潮文庫） スティーヴン・キング [著]        （Shincho/キ3/3） 

恐ろしくもかなしい犬のお話…。 

 

『白い犬とワルツを』（新潮文庫） テリー・ケイ [著]        （Shincho/ケ9/2） 

こんな犬に会える人生って。 

 

『犬婿入り』（講談社文庫） 多和田葉子 著              （Kodansha/た74/1） 

なんだかヘンな人が登場。芥川賞受賞。 

 

『バスカヴィル家の犬』（新潮文庫） コナン・ドイル [著]     （Shincho/ト3/7） 

シャーロック・ホームズのシリーズに出てくる怖い犬の話。 

 

『野性の呼び声』（新潮文庫） ジャック・ロンドン [著]       （Shincho/ロ3/2） 

『野性の呼び声』（光文社古典新訳文庫） ロンドン 著      （Koten/Aロ/2-1） 

『荒野の呼び声』（岩波文庫）ジャック・ロンドン 作（081.2/33Dア/823, 1711） 

『野生の呼び声 ; どん底の人々』 

（ジャック・ロンドン選集） ジャック・ロンドン [著]（933/654/1） 

動物文学に目覚めてしまったりして。英文と合わせて楽しむならこちら↓ 

『対訳ジャック・ロンドン』（現代作家シリーズ） ジャック・ロンドン [著] （933/104）

 

『白い牙』（新潮文庫） ジャック・ロンドン [著]             （Shincho/ロ3/1） 

『ボクシング小説集 ; 白牙』 

（ジャック・ロンドン選集） ジャック・ロンドン [著]    （933/654/2） 

犬の血の入ったオオカミの話。 

 

◎ いつも一緒にね 

 

『都会で犬や猫と暮らす : なぜいま動物との関係が大切なのか』 

（岩波ブックレット） 柴内裕子、大塚敦子 [著]（081.2/59/568） 

『子犬に語る社会学』 野村一夫 著                              （301/528） 

『犬連れバックパッカー』（新潮文庫） 斉藤政喜 著       （Shincho/さ55/1） 

『シェルパ斉藤の犬と旅に出よう』（新潮文庫） 斉藤政喜 著 （Ｓhincho/さ55/2） 

『犬がいるからだいじょうぶ』（新潮文庫） 島村洋子 著   （Shincho/し49/1） 

『ダーシェンカ』（新潮文庫） カレル・チャペック 著        （Shincho/チ6/1） 

『ダーシェンカ : 小犬の生活』 

（新潮文庫） カレル・チャペック [著] （Shincho/チ6/2） 

 

○ ダーシェンカに興味を持ってくれた人にはさらにおまけで 

『カレル・チャペックの童話の作り方』 カレル・チャペック 著   （989.5/10） 

『カレル・チャペック童話全集』 カレル・チャペック 著     （989.5/12） 

 

◎ ところで「狛犬」って“犬”なの？ 

 

『狛犬』（日本の美術） 伊東史朗 執筆・編集                     （708/19/279） 

 

 

 

ここで紹介できなかった開架図書室の犬たちもいます。 

お気に入りの犬を見つけて一緒にひと時を過ごしませんか。 

みんなそれぞれ、のんびり、でも楽しみにして、待ってます。 

 

 

                   平成20年6月2日発行（担当：総務課 篠原） 


